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地域におけるICT 利活用の取り組みについて

総務省委嘱地域情報化アドバイザー
四国情報通信懇談会運営委員長 坂本　世津夫

１. はじめに
　今、世界は ICT の高度化によって革新的に変わろう

としている。言い換えれば、ICT をフル活用することに

よって世の中を革命的に変えることができる時代であ

る。そのことを、多くの人々は理解しているのだろうか

と疑問を感じている。多分、「分かっている」と言うだ

ろう。しかし、本当にその革新の意味を分かっているの

だろうか。スマートフォンやタブレットなど、単に新し

い機器を操作しているだけのことではないだろうか。地

域の活性化も、自治体運営の効率化も、コミュニティー

の活性化も、ビジネスの革新も、農業など産業の革新も、

ICT の利活用により可能な時代である。しかし、そのこ

とを本当に理解し意識して取り組んでいる人がどれだけ

いるのだろかと、日本各地に出向いていて感じるのであ

る。「知っている」ということと、「分かっている」とい

うことの間には、雲泥の差がある。意味（本質）を理解し、

目的を持ち、活用できなければ、「分かっている」とは

言えないのである。

２.日本における情報化の現状と課題
　現在、総務省委嘱の「地域情報化アドバイザー」、「ICT

地域マネージャー」として、各地で講演したり、地域情

報化の支援（アドバイス）に飛び回っている。「飛び回っ

ている」とは言っても、実際に各地に出向く日数は月に

数日しかない。普段は自宅で分析・評価作業を行ったり、

メールや電話でサポートを行っている。他にも、「四国

情報通信懇談会」という、四国における情報通信環境の

整備や ICT の利活用を促進させるための、産学官連携

の取り組みを運営委員長として推進している。また、一

般財団法人全国地域情報化推進協会（APPLIC）の「ICT

地域イノベーション委員会」でもアドバイザーを行って

いる。活動目標は、「ICT 地域イノベーション」と「ICT

人材の育成」である。

　最近、再びイノベーションということが言われるよう

になった。イノベーションとは、端的に言えば技術革新、

創造的破壊である。今からちょうど100年前に、経済学

者のシュンペーターが提唱した概念である。ICT を「戦

略的」に活用して、既存の仕組みを見直し、革新（創造

的破壊）していくこと、新結合（新しい組み合わせ、新

しい組織）を見つけることが重要なのである。その取り

組みを、いま展開しなければと考えている。ICT による

地域イノベーションである。

　日本における情報化社会の方向性については、平成

25年版総務省「情報通信白書」を是非ご覧いただきた

い。実は、３年前から情報通信白書の編集にもかかわっ

ている。今年の情報通信白書には、「スマート ICT」の

戦略的活用でいかに日本に元気と成長をもたらすか、が

書かれている。情報通信白書は総務省のホームページか

らダウンロードできる。オープンデータと言って、政府

等が保有する様々なデータは利活用できるように順次公

開される方向で整備が進んでいる。このような情報をフ

ル活用して新たな社会を構築しなければならない。それ

が、「スマート革命」である。スマート革命は、単にスマー

トフォンを活用することではない。

　他にも、情報通信白書のトピックスとして「ビッグデー

タ」の活用があげられている。ビッグデータとは、ICT

の進展により生成・収集・蓄積等が可能・容易になった

多種多量のデータのことである。フェイスブックやツ

イッターで発信される内容、マルチメディア機器が生成

するデータ、センサーで取得されるデータ、位置情報

（GPS）など、多種多様なデータの集合体がビッグデー

タである。防犯カメラの映像などもその一つである。そ

のようなデータが、高速ネットワークと検索プログラム、

高度な解析プログラムのお陰でフル活用できる時代に
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なった。しかし、これらの情報（データ）が、本来のイ

ノベーションを起こすような内容で活用されているかに

３. スマート革命とは何か
　セオドア・ローザックが1980年代後半に『コンピュー

タの神話学』（朝日新聞社刊）で述べているように、コ

ンピュータ処理は、精神の「データ処理」（作業）であっ

て、精神が思考している処理ではない。注意深い努力が

なければ、単なるデータ処理にすぎない。機械が情報を

ついては少し疑問があるが、平成25年の夏頃から少し

動きだしたように感じている。

処理しているときにやっていることと、精神が思考して

いるときにやっていることとのあいだには大きな違いが

ある。重要なことは、精神の思考である。その後、コン

ピュータ処理が高度化するにつれて、人々は次第に「精

神の思考」（考える力）を失ってきているように感じる。

ICT の利活用は、まさにその転換点にさしかかっている

図１　平成25年版情報通信白書

図２　平成24年版情報通信白書
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のではないかと考えている。端的に言えば、ICT を、従

来の処理ツール（昔は電算処理、コンピュータ処理と言

われていた）から、「思考の道具」に転換させなければ

ならない。ICT には、以下にあげる３つの機能があると

考えている。その中で、現在において最も重要な機能は

「思考の道具」としての機能である。「コミュニケーショ

ンの道具」や「処理の道具」も重要ではあるが、その前

提となるのが「思考の道具」である。この機能が活用さ

れなければ、他の道具（ツール）は十分な機能を発揮し

えない。ICT に対する考え方を転換させ、考える力を養

い、新たな処理方法を、新たな結合を見いださなければ、

イノベーションを起こすことはできない。これがスマー

ト革命の命題だと考えている。

ICT は、思考の道具（ツール）である。

考える力を養う。

ICT は、処理の道具（ツール）である。

新たな処理方法を考える。

ICT は、コミュニケーションの道具（ツール）である。

新たな結合を考える。

新結合（組み合わせ）

↓

イノベーション

　「思考の道具」としての最も重要な作業は、インター

ネット検索である。殆どの人は、ここでも「検索など知っ

ている」と言うだろう。しかし、ここで重要なことは、

どのような検索ワード（キーワード）で検索するかとい

うことである。インターネットの世界は、まさに情報の

大海原、巨大な百科事典であり、地球まるごとデータベー

スの世界である。その中から求める情報を探しだすため

に我々は検索プログラム（検索エンジンともいう）を使

用するが、いかに自分の知りたいこと、やりたいことを

瞬時に、的確に探し出すかがインターネット検索には求

められている。検索は、１つの単語（探したい内容に関

するキーワード）でも可能であるが、２つ、または３つ

の単語を組み合わせて検索することで、より確実（的確）

に知りたい情報にたどりつくことができる。ここで重要

なことは、探したい情報に対してどのような単語（キー

ワード）を入力し検索するかということである。自分自

身の頭で考えることが非常に重要となる。この訓練に

よって、より的確にそしてより早く求める情報を探し出

すことができる。また、検索で出てきた情報を眺めてみ

て、その中から、新たな、より的確な単語（キーワード）

を探しだし、その単語（または短文）を組み合わせて検

索することで、より的確な検索が可能となる。

　このように、インターネット検索を駆使するには、画

面に表示された情報を、如何に理解し思考するかが重要

となる。精神の思考である。実はその作業自体が情報（知

識）に関する感性を高めることにもつながる。「検索する」

という作業は、最高の「頭脳のトレーニング」になるの

である。そして、ソクラテスの「無知の知」ではないが、

「如何に知り得ないことを知り得ようか」である。

４. 地域における ICT 利活用の取り組み
　日本各地でどのような情報化が行われているか、その

内容を知ることが重要である。是非、インターネット検

索を駆使して調べていただきたい。しかし、自治体（市

町村役場）などではセキュリティのために、業務システ

ムを使う以外は、インターネットなど外部への接続を許

可していない組織が多いのではないかと感じる。ここに、

自治体だけでなく、地域の情報化や ICT 利活用が進ま

ない原因があるのではないかと考えている。地域情報化

を進めるには、自治体の意識改革が何よりも重要である。

１）四国情報通信懇談会
　四国情報通信懇談会（略称：四情懇）は、四国の地域

特性を生かした高度情報社会の円滑な実現を図り、情

報通信によって四国の産業、経済、社会の発展に資す

ることを目的に、四国４県の産・学・官の協力により、

1985年（昭和60年）に発足した。これまでに、地域情

報化を図るための調査研究をはじめ、情報通信に関する

講演会や研修会、四国内外の研究機関や先進的な取組を

行っている地域の視察などを企画し、多くの会員に参加

していただいているほか、情報通信に関する最新情報の

提供など、各種事業を展開している。四国情報通信懇談

会には、情報関連事業者をはじめ、製造、流通、運輸、

金融、サービスなどの産業界や、地方公共団体、国の機

関、NPO 法人など、幅広い分野から加入していただい

ている。また、多くの学識経験者にも参加していただい

ている。
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現在の事業内容は、以下のとおりである。

■部会活動

（１）ICT 研究交流フォーラム　

　研究者・技術者の立場による ICT 利活用推進のため

の研究交流

（２）コンテンツ部会

　地域の活性化に向けたコンテンツの利活用にかかわる

取組の推進

■調査研究活動

　地域情報化を促進するための調査研究

■情報通信セミナー

　情報通信政策や ICT の動向等に関する講演会

■地域情報化研修会

　地域ICT人材づくり（実技講習会及び視察研修会など）

■情報化推進イベント

　情報通信機器・サービスに関する展示会等のイベント

■普及啓発支援

　情報通信関連イベントへの協賛及び後援などの支援協

力

■情報提供

　会報誌、メールマガジン、ホームページ、フェイスブッ

クなど

■情報交流会

　産学官が連携して地域情報化に取り組むための親睦交

流

　詳しくは、是非、ホームページをご覧いただきたい。

　四国情報通信懇談会

　http://shikoku-ict.jp/

　四国情報通信懇談会のホームページは、四国の地域情

報化を推進する上でのプラットフォームである。地域情

報化に関するあらゆる情報を掲載している。

２）一般財団法人全国地域情報化推進協会（APPLIC)
　日本各地の地域情報化を推進する組織として、一般

財団法人全国地域情報化推進協会（APPLIC）という組

織がある。APPLIC では平成24年度、「情報化計画の策

定を支援するための ICT 利活用モデル提案書」として、

高知県南国市の情報化計画についての提案を行った。現

在、南国市ではこのモデル提案を参考にして次期情報化

計画の策定作業を行っている。平成25年７月より、総

務省の「ICT 地域マネージャー派遣制度」で高知県南国

市の支援に出かけている。

　全国地域情報化推進協会

　http://www.applic.or.jp/

　ICT 地域イノベーション委員会

　http://www.applic.or.jp/infra/

　APPLIC では、その他にも、地域情報化に関するさま

ざまな情報を提供している。現在、「ICT 利活用事例集」

の更新作業も行っており、来春には提供できる予定であ

る。

　ICT 利活用事例集（Ver7.0）

　http://www.applic.or.jp/2012/infra/jirei/index.html

３）地域情報化の推進（総務省）
　総務省では、「地域情報化の推進」に関する情報を一

元化したホームページ（プラットフォーム）を作成して

いる。事業テーマ別に、ICT の活用事例紹介も行ってい

る。是非、参考にしていただきたい。

　地域情報化の推進（総務省）

　http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/

top/local_support/ict/index.html

４）ブロードバンド化の意義
　日本の中には、未だにブロードバンドを使いたくても

人口が少ない（高齢化率も高い）ためにブロードバンド

が整備されていない地域が存在している。現在、その改

善に取り組んでいるが、ブローバンドが未整備の地域で、

図３　四国情報通信懇談会ホームページ
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ブロードバンドの利便性について説明する（住民に理解

してもらう）のは非常に難しい作業であると感じている。

それとは反対に、ブロードバンドがすでに整備されてい

るのにブロードバンドがあまり利活用されていない状況

にはどのような問題（課題）が存在するのだとうかと考

えている。多分、問題点はどちらも同じで、「利活用の

イメージや方法などが十分に説明されていない」ことに

あるのではないかと考えている。

　ブロードバンドは、今や国民の安全・安心、防災、情報、

教育、生活、産業などにとってなくてはならないものと

なっているが、それからとり残されている地域がまだま

だ多い状況である。整備後の利活用についても、十分な

ビジョンが描けていない。利活用がイメージできない反

面、ブロードバンドに対する漠然とした期待と、利活用

したいという住民意識は高まっているのが現状である。

　ブロードバンドは、本来、離島や中山間など、生活不

利地域で高齢化が進んでいる地域こそ、ICT をフル活用

するのに必要なインフラであるが、如何に活用すべきか

を、国や県、自治体なども十分に示すことが出来ていな

い。ここに大きな問題点があると感じている。ブロー

ドバンドには、「生活コストを削減」させる大きな効果

があるが、そのことについても十分理解されていないし

説明されていない。また、「情報化」と言えば、未だに

パソコンというイメージにとりつかれているのが現状で

ある。現在では、タブレットやスマートフォンなどさま

ざまな機器が存在するが、高齢者はキーボードやマウス

は使えないという先入観で情報化を検討していない地域

も多い。ブロードバンドになれば、自宅に居ながら買い

物もできるし、学習もできる、テレビやドラマ・映画を

楽しむこともできる。高品質な音楽を聴くこともできる。

それら多くは、無料で提供されているのである。交通機

関を使ってわざわざ買いに行く必要もないし、移動コス

ト、時間コストも削減できる。遠隔地から家族を見守る

こともできる。

　しかし、ブロードバンド未整備地域において、具体的

に利活用のイメージを住民に描かそうと思っても、それ

は非常に難しい。如何に、ブロードバンドの利便性を住

民に伝えるかが課題である。最近では、WiMAX や LTE

など、新たな通信手段が整ってきたことは救いである。

現在、それらを駆使して ICT 利活用の発想転換に奔走

している状況である。

５）今治市関前の取り組み
　平成24年９月から翌年２月まで、総務省の「ICT 地

域マネージャー派遣制度」を活用して今治市の関前地区

に出向いていた。平成25年度も、９月から２ヶ月に一度、

フォローアップ派遣として出向いている。

　地域情報化アドバイザー／ＩＣＴ地域マネージャー派

　遣制度（ＩＣＴ人材派遣制度）

　http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/

ictriyou/manager.html

図４　今治市関前諸島の位置
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　本事業では、ICT 環境整備（ブロードバンド整備）の

課題を洗い出すとともに、ICT 人材の育成を図るために

アドバイスを行っている。愛媛県今治市の関前地区（岡

村島、小大下島、大下島）は、光回線が整備されている

広島県呉市島嶼部と「とびしま海道」で連絡されてはい

るものの、県境にあり、ISDN 回線のみの整備に留まっ

ている。このため離島部の ICT 環境が立ち遅れている

状況にある。

　それを解消すべく、平成24年９月より勉強会「誰に

でもわかる高速通信の基礎」を開催してきた。勉強会で

は、この17年間で通信速度が如何に速くなったかを示

し、現在 ISDN 環境である関前に対して、もしブロード

バンドが整備されればどのようなことが可能になるかを

示してきた。勉強会では、関前（岡村島）で使用可能な

WiMAX を利用してネットワークに接続し実例を示して

きたが、やはり通信速度は ISDN の数倍程度しか出な

い状況で、電波を受信できる場所も限定されていた。現

在では、LTE など無線通信環境は整ってきているもの

の、常時活用できるインフラとしては、不十分な状況で

ある（LTE には、月７GB の容量制限があり、毎日、高

画質な映像を見ていると１週間程度で通信速度に制限が

かかってしまう）。

　平成24年10月から、関前諸島の情報発信サイト「き

ないやせきぜん」をプラットフォームに、いかに情報発

信していくかも検討している。基本的に ISDN 環境し

かないため、重たい動画などをアップすることができな

い状況であるが、画像などはできるだけシンプルにして、

とにかく情報発信につとめている。今後、ブロードバン

ド化を前提に、より高品質なコンテンツ（映像や画像）

を制作して、観光客など、人々の流入につなげていくか

が課題である（移住促進にもブロードバンドは必須であ

る）。また、新たな商売（ｅコマース）の仕組みも検討

している。平成25年10月には、関前岡村港務所（フェ

リーの待合室）に、無線 LAN のフリースポットも設置

された。これにより、島民の ICT 利活用に対する機運

は高まってきている。

　地域情報化を成功させるためには、やはり現地に人材

図５　総務省ホームページ

関前　高速通信導入勉強会の風景
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がいることが最大のキーポイントである。いくらアドバ

イスを行っても、情報化を理解できる人材と、それを実

現できる人材、指示したことをすぐに実行できる人材が

いなければ、まるで前進しない。そういう意味で、「人材」

は大きなキーワードである。幸いなことに、関前には

ICT 技術に長けた２人の地域おこし協力隊員がいる。

メールでの指示も的確にこなしてくれて、勉強会の準備

から関前地域の ICT 環境調査（電波状況の調査）まで

全て彼らが行っている。彼らは、コンテンツ制作に関

する「感性」と「技術」も素晴らしいものをもってい

る。また関前には「人」を含め、素晴らしい地域資源が

たくさんある。ブロードバンド環境が実現できれば、人

口の増加（観光、移住など）、産業の活性化に向けて様々

な取り組みが展開できるし、とびしま海道、しまなみ海

道など、地域全体を繋げて活性化が図れると考えている。

関前における ICT 地域マネージャーとしての派遣は平

成25年２月で終了したが、勉強会は３月以降も自主運

営で行われ、５月には関前地域でブロードバンド整備と

ICT 利活用を検討する「関前高速通信導入推進協議会」

が立ち上がり、さらに検討が進められている。平成25

年９月から再び、２ヶ月に一度、総務省のICT地域マネー

ジャー派遣制度のフォローアップ派遣として、現在も関

前に出向いている。昨年度は勉強会が開催できなかった

大下島、小大下島にも出向いて、ブロードバンド整備後

の利活用についての勉強会を行っている。ブロードバン

ドによって、如何に生活コストが削減できるか、生活の

利便性が高まるかを説明し、理解してもらっている。自

治体にとっても、管理コストの削減が可能となる（住民

サービスも高度化できる）。このことを、多くの自治体

にも理解していただきたいと考えている。

　今治市関前地区は、瀬戸内海国立公園の中心に位置

し、景観といい、海産物といい、柑橘といい、人々とい

い、素晴らしい地域資源をもっている。今後、関前でだ

けではなく日本の ICT の利活用には、視点（パラダイム）

の転換が必要である。新たな視点で見ると、瀬戸内海地

域（日本）は資源の宝庫であり、ライフスタイル・ビジ

ネススタイル、社会通念を転換させると、瀬戸内海地域

（日本）は素晴らしいエリア（地域）となる可能性がある。

生活様式をダウンシフトさせ、今までの出世競争や長時

間労働、生活環境を見直し、よりゆとりのあるストレス

の少ない生活に切り替えることにより、新たな価値が創

造されると考えている。ICT の利活用は、まさに新たな

価値創造への鍵である。これから必要なことは、今まで

に経験したことのないスマート社会の実現である。

　きないやせきぜん　http://www.sekizenweb.com/

６）謙虚な心でシステムを作ることの重要性
　平成25年10月、宮城県気仙沼市で開催された「ICT

利活用　東北サミット in 気仙沼」に参加した。今回、

生まれて初めて気仙沼を訪問することができた。2011

年３月11日、東日本大震災が発生したとき、ちょうど「宮

古島 ICT 教育フォーラム」で沖縄県宮古島市にある宮

古島空港に到着したところであった。東北の宮古ではな

く、沖縄県の宮古島である。宮古島空港におかれた大画

面のテレビで、気仙沼の港を襲ってくる大津波の映像に

ずっと見入っていた。今までに見たことのない光景、見

たことのない映像である。今まで長い時間をかけて築か

れてきたものが、数分の間にすべて壊れていく。

　2011年３月11日、午後３時25分頃の映像である。

宮古島の空港にて

宮古島の空港にて
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　セネカの倫理書簡集『セネカから親愛なるルーキーリ

ウスへ』（岩波書店　セネカ哲学全集６）の中に、手紙

91として「ルグドゥーヌムの大火」（紀元64年か58年

頃発生）のことが記されている。セネカは、「予期せぬ

こと」、ではなくて、「私たちは何事も予期せぬままでい

てはならない。あらゆることにあらかじめ心を差し向け、

よく起こる事柄だけではなく、起こりうるあらゆること

を考慮しなければならない。」と言っている。前例がな

いという次元の問題ではない。想定外ではなく、想定し

尽くさなければならないのである。現在の科学や学問は、

前例の上に成り立っているが、「偶然は、忘れていたか

に見える人に己の力をふるうために新たな手段を選び出

す。何世代にもわたる多大な労苦と神々の大いなる寛恕

とで築きあげられたもののすべてが、たった一日で瓦解

し、砕け散る。だが、「一日」といえば、足速の災いに

は長時間の遅延を認めたことになる。ほんの一時間か一

瞬でも、帝国を覆すには十分だ」（セネカ）、正にこれが

現実というものである。今回、2011年3月11日に目に

焼き付いてしまった風景を、実際にこの目で見ることが

できた。また、人間が作り出す「システム」というもの

についても、真剣に考える機会を与えてくれた。

　サミットでは、「東北被災地域発 ICT の利活用による

復興に向けた取り組み」を現実に体感することができた。

ICT の利活用により、色々な仕組みを作ることはできる

だろう。ただ課題は、サミットの質問でも投げかけさせ

ていただいた、「オペレーション」の部分である。オペレー

ションは、自動化、システム化は可能だろうが、最終的

には「人間の判断」である。そのオペレーションが完全

に確保（補完）できなければ、どんなに立派なシステム

を作っても機能しないのである。システム化ばかりが注

目されるが、この人的（ヒューマン）な部分をさらに強

化していく必要があると感じている。

　サミットでは、前日の10月３日（木）から現地に入

り、夜は復興屋台村などにもでかけて、お店の方と情報

交換をおこなった。いつも思うのであるが、システム作

りは机上で考えるだけでは不可能である。現地の自然環

境、地理環境、風土、人なども加味して設計しなければ

ならないと感じる。その意味でも、10月５日（土）に

開催された現地視察は非常に有意義なものになった。

　気仙沼港の北にある安波山に登ったとき、宮古島の空

港で見たのと同じ風景を見ることができた。あの映像は、

ここから撮影された映像だったのかと、感慨深いものが

あった。

　気仙沼を含め、東北の復興にはまだまだ多大な時間が

必要であるが、最先端の ICT 技術もとりいれて確実な

る復興を果たして欲しいと願っている。

気仙沼港の風景（平成25年10月）

気仙沼での視察（平成25年10月）

宮古島の空港にて



論　文

20

地域におけるICT 利活用の取り組みについて

2013  No．1　調査研究情報誌

　最後に、リアス・アーク美術館で開催されていた新常

設展「東日本大震災の記録と津波の災害史」は、記録に

とどめる（アーカイブ）意味でも、非常に意義のあると

りくみで、内容（学芸員のメッセージ）も非常に高レベ

ルであった。美術館の新たな意義であると感じた。

　「ICT 利活用　東北サミット in 気仙沼」

　http://www.applic.or.jp/seminar/

kesennuma20131004/index.html

５. 最後に
　「情報化」は非常に重要なテーマである。情報化時代

に対応した社会環境を作っていかなければならない。ま

た、それに対応した人材の育成も重要な課題である。し

かし、一番重要なことは、リアルな空間、リアルな思

考と判断である。「百聞一見にしかず」と言われるよう

に、いくらインターネット検索を駆使して地理情報や写

真、他人が作成した資料などをかき集めても、ただ一回

の、自分自身のリアルな体験に勝ることはないであろう。

　要は、インターネット上での情報と、旅行などのリア

ルな体験情報の間には、補完できない大きな差があるこ

とを認識しなければならない。ICT があれば、何でもで

きると思ってはいけない。ICT の利活用は、あくまでも

補完手段であることを肝に銘じる必要がある。いつも感

じるのであるが、海外旅行に行く前に、現地の情報をい

くら検索して調べても、あまり頭の中には入らないが、

海外旅行から戻ったあとに検索すると、どんどん知識と

して蓄積されていく。それは、使える知識であって、単

なる知識ではない。この差を理解することが重要である

と考えている。コンピュータでいくら便利になっても、

精神に思考をさせないと、どんどん退化していくのであ

る。
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